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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、書きことば研究に比べて立ち遅れの目立つ、日本語の話しことば（韻
律を含む）の研究を進めるものである。「人物像」を重視した前研究（基盤A（H19-22)）において、日本語の主な話し
手像（発話キャラクタ）を分析したように、本プロジェクトでは日本語話しことばに見られる主な「状況」を考察し、
「状況」に基づく話しことばの姿を分析する。特定の「状況」において「どのような立場の者が、どのような立場の者
に対して、どのような発話の権利を持つのか」を明らかにし、それを活かした資料を作成する。

研究成果の概要（英文）：This project was undertaken to further research on spoken Japanese (including 
cadence) which has conspicuously lagged behind in comparison with research on written language. Similar 
to the analysis of major Japanese language speaker profiles (verbal characters) in our previous research, 
which emphasized “characters” (Kiban (A) H19-22), this research considers the major “contexts” seen 
in Japanese speech, and analyses the form of speech based on contexts. It clarifies, under specific 
contexts, what sort of speaking privileges are possessed by people in certain positions with respect to 
others in certain positions, and this is then used to generate data.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
話しことばは書きことばよりも基礎的と
されるが（John Lyons 1981），その解明は大
きく遅れ，教育に支障をきたしている。定延
ら，本研究の代表者・分担者・連携研究者・
研究協力者は協働して話しことばの研究を
進め，平成 16 年度以来，日本語の話しこと
ば教育の基礎となる資料（調音資料・会話資
料）を作り，ネットや CD の形で公開してき
た（科研基盤(A) 平成 16-18 年度）。平成 19 
年度からは『人物像』（キャラクタ）という
概念を導入し，研究と資料のさらなる充実を
図った（科研基盤(A) 平成 19-22 年度）。海
外からの要望に基づき，資料の一部は英語
版・中国語版も作成してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は，書きことば研究に比べて立ち遅
れの目立つ，日本語の話しことば（韻律を含
む）の研究を一層進めようとするものである。
話しことば教育の基礎となる資料（調音資
料・会話資料）を作成・公開してきたこれま
での事業経験（科研基盤(A) 平成 16-18 年度, 
平成 19-22 年度）を活かし，それを踏襲しな
がらも，本研究では『状況』という概念を新
しく導入する。『人物像』を重視した前研究
（基盤(A) 平成 19-22 年度）において，日本
語の主な話し手像（発話キャラクタ）を抽出
したように，本研究では日本語話しことばに
見られる主な『状況』を抽出し，『状況』に
基づく話しことば研究を行い，それぞれの
『状況』ごとに「どのような『立場』の者が，
どのような『立場』の者に対して，どのよう
な発話の権利を持つのか」を明らかにし，そ
れを活かした資料を作成する。 
 
３．研究の方法 
所定の成果を確実に挙げるには，「データ
を収集する」「収集されたデータを分析・考
察する」「得られた成果を発表する」「成果を
活かして資料を作成・公開し，その資料への
反響を再び研究と資料作成へフィードバッ
クする」というようにらせん状に進展させて
いくべき研究活動の全過程において，本研究
の中心概念である『状況』の重視を徹底する
必要がある。そのために，これまで定延らが
行ってきた話しことば研究と教育資料作
成・公開事業の経験を活かしてそれを踏襲し
つつ，研究活動の上記 過程それぞれに応じ
て，専用の小プロジェクト，つまりワークパ
ッケージ（以下「WP」）を設ける（「民間話芸
調査研究」WP・「体験の文法」WP・「電子出版」
WP）。 
 
４．研究成果 
(1)データ収集については、神戸大学のメデ
ィア文化研究センター・国際文化学研究推進
センターとの連携のもと、民間話芸調査事業
を立ち上げ、その調査資料をネット上に公開
している（web ページの URL は次のとおり： 

http://www.speech-data.jp/kaken/chotto.
html）。 
(2)体験の文法については、国際的な共同研
究体制のもと、その成果を論文集として出版
した（著書欄の②）。 
(3)電子出版については、本文中に音声デー
タや動画データが組み込める電子雑誌『日本
語音声コミュニケーション』をネット上に発
刊させた。下記の論文③⑥の所収はその雑誌
である。 
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